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てWoman’の 語 源  

ことばは引き合うー－－英語の語源と由来  

菅 沼  
惇  

目  次  

1一 切りたい：共時と適時  

2 原点 【 OE期での例  

3 過程－ME期での例  

4 到達点  

5 鳥轍図  

6仮 説  

1切りたい；共時と通時  

医者には内科型と外科塑とがあるそうだ。「僕胃潰瘍じゃないかな？」「内科  

で柔らかく治して貰ったらいいよ。外科はすぐ切りたがるからね。」「だがね何  

かの疑いでも見つかったら，サバッと切って貰った方が良いね。」とかいう話が  

よくある。   

さてWOmanについて，内科型の人，さしずめこれは文学的な人となるか，と  

外科型の人，と言えば此処では言語科学的な人，はさあそれぞれどういう感じ  

でこの語の語源的感興？に浸るであろうか？   

先ず前者ならば「ああ何ともま－るい感じのすることばではないか？ ウー  

マン，さすがに女性いやそうではない，女に良く合っている。」とか思うか知れ  

ない。まだその他色々な思いが出てくるであろう。それが又文学的人らしいこ  

とだ。読者の皆さんも自分の感じを色々感じて貰うと良いと思う。   

もう－・方の言語科学趣味の人だったらどうだろう。「ウーム，これはと何処で  

切れるかな？ いや何ちゅうことはない，く一man’が見えている。それにしても  

その前のtwo’って一体何だろうな？」と味も素気も無い。紫煙もグラスの芳香   
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も無い。切って切って切りまくる。ただ「wombとmanとが重なった1）のか  

な？」とかいった言語科学的推測の心は他と違う。   

大体言語学科の学生は暗号解読的才知・第六感に優れている。土族の言語を  

やるのにまさか印・欧語族の諸語をやる時のロマンチックな先入観と味に浸っ  

ておいてやれるものではない。味も素っ気もなくサッパリ切らなくてはならな  

い。共時言語学をやる人はまあその辺止まりであるが，くwoman’とかいうそん  

な言葉を解明しようとするには適時的感覚がなくては見込みがない。共時言語  

学的にはtwoman’はくwoman’であってくwoman’でしかない，それだけであ  

る。適時言語学は味がある，思いがある，ルーツへの憧慣がある。適時的にア  

プローチしてみよう。  

2原点－OE期での例  

古期英語では「女性」という意味の語は次のようなものであった。  

m；だgden   

mZegp  

bryd  

wif   

wifman   

fr owe 

hlaefdige  

f記mne  

（1）  

それらの中wif’，Wifmanが此処での関係語であるが，次の例のように使われ  

ていた。  

（2）geworhte∂2et rib，   

ⅠⅠ2し22  

6ehegenam ofAdame，tO anumwifmen3）Gen 

注1）「子雇」＜womb’（＝uteruS）を有する「人間」くman’。そういうのを何と言うのだろう？  

民間語源（FolkEtymology）と言うのだろう。丁度tbuffalo’を実しやかに＜boeufえ1’  

eau（＝OX atthe water）とか言ってみたり。  

注 2）以下下線は特に断らない限り著名による便宜上の印である。   

3）prep toに支配されている為にwifmenとeになっている。nOm格はwifmanとa  
であること。（6）のWimmenのeもdat格Sglである為にeとなったものである。   
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（＝Andwroughttherib，thathetook ofAdam，into awoman）  

（3）seonaeddrecwze6to6am竺室空：Gen‖III－1  

（＝Andtheadderquothtothewoman：）  

（4）Hiwaer－On6abuta，Adam「his竺延，naCOde GenlIIr25  

（＝Theywerethenboth，Adamandhiswife，naked）  

（5）Hel記ddepaongeanLoth…4）mid頭重竺Genl・ⅩⅠⅤ－16  

（＝HeledthenagainLot…withwomen）   

このように，この両語wif，Wifmanは，（4）のように「妻」の場合にはWifに  

限られるようだが，同じ意味・環境で使われていた。今一寸制約的なことを付  

言したが，やはりそういうように（wifman’には「人間」である，ただ「女」と  

いう「人間」であるという程の意味・制約が内包されていたのであろう。   

このwifmanが古英語期に既に時としてくwimman’として現れることがあ  

る。次のような例である。  

（6）Nupamwimmenpeicsecge：GenⅩⅩIV－14（MSC）   

（＝NowtothewomantowhomIsay，”・‥”）  

（7）GodgeWitnodeeallehyswimmen，GenXX＿18   

（＝Godpunishedallhiswomen，）  

（8）onParetidePewimmenwoldanwaeterfeccanGenXXIV～11（MS．C）  

（＝atthetimethatwomenwouldfetchwater）  

3過程－ME期での例  

これが更に中期英語期になると，その舌期英語期のWimmanも見られるし，  

その外にそのくi’がく0’に変わったwomanも見られるようになる。次の例等で  

ある。  

（9）Godwimmanscaewaes771eAnglorSaxon ChYOnicle，MCXL   

（＝Agoodwomanshewas．）  

（10）theLor・dGodbildidether・ibwhichhehaddetakefr’OAdamintoa  

注 4）以下点線は特に断らない限り著者による文中一部省略を意味する便宜上の印であ  

る。   
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（＝theLordGodmadeawomanoftheribwhichHehadtakenfrom   

Adam，）  

（11）Whichserpentseidetothewomman，GenIII＿1（同上）  

（＝Andtheser．pentsaidtothewoman，）   

このようにWycliffeのGenesisでは後版はWOmmanが多出し，前版は  

WOmanとSingle（m’のものが多出する。   

またpl形では次の例等がある。  

（12）He brIOu3tea3en…，alsowymmen Gen…ⅩⅠⅤ＿16（Wycliffe訳後版）   

（＝Hebroughtagain叫・，alsowomen）  

（13）inthattymeinwhichWymmenbenwonttogoouttodrawewatir，  

Gβ邦XXIV＿11（同上）  

（＝atthattimeatwhichwomenwer・eWOnttOgOOuttOdrawwater，）   

4一到達点  

そしてとうとう現代英語期では単数では（woman’が選ばれてしまい，複数で  

はtwomen’が選ばれるに至った。   

5，鳥取図  

以上のことを語形上烏撤しよう。  

wifman wimmen  

J   

Wlmman  J  

㈹ OE期  

wimman wymmen   

J   

WOmman  

J  、   

WOman   

ME期  
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J  

ModE期 woman women   

6．．仮 説  

結局OEwifmanはwifにmanが付加されて作られたのであろう。Wifは中  

性名詞であり，manは男性名詞であるが，wifmanも男性名詞である。この  

wifmanが時を経るにつれて，MEでは先ずwimmanとなるが，これはwifman  

のfが隣のmに引きずられて同化してしまったのであろうし，そしてその出来  

上がったWimmanなるものは次に今度はこのiが－manのaに引かれて同化  

されようとしてWOmqと0に成り，合計してWOmmanとなったのであろう。  

そしてこのWOmmanはそのまま使われていく中にそのdouble mの発音の不  

自由さ加減から自然にSinglemへと譲ってしまって，WOmanとなったのであ  

ろう。そしてその後はもう音環境が都合良く整備されてしまったからにはもう  

これ以上何も変化せざるをえないような要素はなくなっているのだ。ほんとに  

何とも言えないようにま－るい玉石に磨き上げられてしまったものだ。   

複数形の力はman自身が母音変化でmenと複数になる名詞であったので，  

Wifmanが複数になろうとするとWifmenとなったのであろうし，次にこのf  

は単数形での変化過程と同じことが起こってmとなったのであろう，wimmen  

となった。そしてまた単数形の変化過程ではiが0に変わったが，複数形では  

－menなのでその母音－e一の前母音性に引かれて，やはり前母音の一i一を保持し  

続けてwim－の音節に変化を起こさずに，wimmenを続けた。doublemのSin・  

gユemへの変化は単数形の場合と同じことであろう。   

これらの事情は人間言語における何とも言えない動き，即ち音環境の緊密性  

を思わせるものである。更にModEでは複数形は外形上はWOmenと－0一に変  

わっている。これはModE期における整合性の反映で，作為的変化であろう。  

内実はその昔〔i〕に残っているのである。  
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